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はじめに

このガイドでは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの各Oracle Fusion Middleware管理ページの参照情報を示します。


対象読者

このドキュメントは、Fusion Middleware Controlを使用してOracle Fusion Middlewareを管理する管理者を対象にしています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリを参照してください。


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













第I部



Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャの管理

この部では、Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ・コンポーネントを管理する場合に実行する必要がある標準的なタスクのセットについて説明します。

この部の内容は、次のとおりです。

	
第1章「Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ・コンポーネントの管理」


	
第4章「Oracle WebLogic Serverの管理」


	
第2章「Oracle ADFアプリケーションの管理」


	
第3章「Oracle Metadata Services (MDS)の管理」


	
第5章「セキュリティおよび監査設定の管理」


	
第6章「Oracle Fusion Middleware Webサービスの管理」


	
第7章「Oracle User Messaging Serviceの管理」










1 Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ・コンポーネントの管理


この章では、Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ・コンポーネントの管理に関連した一般的またはコアなタスクについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第1.1項「Oracle Fusion Middlewareを管理する場合のヘルプの使用」


	
第1.2項「Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの表示」


	
第1.3項「Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの構成」


	
第1.4項「ドメインへの管理対象サーバーの追加」


	
第1.5項「ドメインでのクラスタの作成」


	
第1.6項「パフォーマンス・メトリックに関する情報の取得」




詳細は、次を参照してください。

	
『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』


	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』











1.1 Oracle Fusion Middleware管理時のヘルプの使用

Fusion Middleware Controlの使用中にオンライン・ヘルプを使用するには:

	
Fusion Middleware Controlの「ヘルプ」メニューから「ヘルプの目次」を選択して、ローカル・オンライン・ヘルプ・システムの目次を表示します。

オンライン・ヘルプの「目次」から、Oracle Technology Network (OTN)のOracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリにあるFusion Middleware Controlの一般的なタスク・ページに直接つながっているリンクをクリックできます。

「目次」から、特定のOracle Fusion Middlewareブックに直接リンクすることもできます。


	
使用可能な場合は、「ヘルプ」メニューから「ページ参照」を選択して、ページで使用可能な特定のオプションに関する詳細情報を記述したヘルプ・トピックを表示します。

すべてのページで「ページ参照」コマンドがサポートされているわけではありませんが、参照形式でさらに説明を必要とする構成フィールドまたは要素が含まれているほとんどのページの場合では、そのコマンドは使用可能です。


	
「ヘルプ」メニューから「使用方法」を選択して、現行のページに関連した一般的なタスクを実行する方法について学習します。

このコマンドによって、現行のページに関連した一般的な管理または監視タスクに役立つOracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリの特定のトピックが表示されます。




Fusion Middleware Controlを使用してOracle Fusion Middleware環境を管理する方法の詳細は、「Fusion Middleware Controlの「共通タスク」ページの使用」を参照してください。










1.2 Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの表示

Oracle Fusion Middlewareコンポーネントは、すべてのタイプのイベントを記録するメッセージを含むログ・ファイルを作成します。ログ・ファイルを使用して、一般的な問題をトラブルシューティングできます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle Fusion Middlewareのコンポーネントで使用されるOracle Diagnostic Logging (ODL)の形式を理解します。


	
ファームのログ・ファイルの内容を表示および検索します。


	
ログ・ファイル内のメッセージをコンポーネント全体で関連付けます。




ログ・ファイルの表示の詳細は、第1.3項「Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの構成」を参照してください。










1.3 Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの構成

Oracle Fusion Middlewareコンポーネントによって生成されたログ・ファイルは、複数の方法で構成できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ログ・ファイルに保存されるメッセージのレベルを設定します。


	
ログ・ファイルの形式を変更します。


	
ログ・ファイルの場所を変更します。


	
ログ・ファイルのローテーション・ポリシーを変更します。


	
QuickTraceハンドラを構成して使用します。


	
選択的トレースを構成して使用します。




ログ・ファイルの表示の詳細は、第1.2項「Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの表示」を参照してください。










1.4 ドメインへの管理対象サーバーの追加

現行のドメインに管理対象サーバーを追加する手順は、次のとおりです。

	
Oracle WebLogic Serverドメインの概念およびドメインの管理対象サーバーの役割を理解します。


	
Oracle WebLogic Serverの環境を新しいコンピュータ要件に合うように拡張するための様々な方法を検討します。


	
Oracle WebLogic Serverのノード・マネージャおよびマシンについて学習します。


	
ドメインに管理対象サーバーを追加します。




詳細は、次を参照してください。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』の「拡張管理: 環境の拡張」


	
『高可用性ガイド』のトポロジのスケール・アウト(マシンのスケール・アウト)に関する項













1.5 ドメインでのクラスタの作成

クラスタを作成する手順は、次のとおりです。

	
Oracle WebLogic Serverクラスタの機能および特徴を理解します。


	
マルチキャスト・メッセージおよびユニキャスト・メッセージを理解します。


	
Fusion Middleware Controlを使用してクラスタを作成します。




クラスタの作成の詳細は、次を参照してください。

	
WebLogic Serverクラスタの使用に関するドキュメントのの構成ロードマップの説明


	
『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』













1.6パフォーマンス・メトリックの情報の取得

Fusion Middleware Controlを使用して、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントまたはアプリケーションを管理もしくは監視する場合、そのコンポーネントまたはアプリケーションの現在のパフォーマンスの実態を把握するのに役立つパフォーマンス・メトリックを確認できます。

多くの場合、これらのメトリックは対話型グラフの形式で表示されますが、表形式で表示されることもあります。

パフォーマンス・メトリックの使用や対比は、監視対象となるコンポーネントまたはアプリケーションの「パフォーマンス・サマリー」ページから行うことをお薦めします。

「パフォーマンス・サマリー」ページを使用した環境の監視に関する詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareのパフォーマンスの表示に関する項を参照してください。

特定のパフォーマンス・メトリックの定義を取得するには、『Oracle Enterprise Manager Oracle Fusion Middlewareメトリック・リファレンス・マニュアル』を参照してください。









2 Oracle ADFアプリケーションの管理

Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)は、Oracle ADF Business Components、Oracle ADF Model、Oracle ADF ControllerおよびOracle ADF Facesリッチ・クライアントを組み込むことができるFusion Webアプリケーションを作成するために使用されます。

この項では、Oracle ADFアプリケーションを管理するために実行する標準的なタスク・セットについて説明します。

	
第2.1項「ADFパフォーマンス情報の表示」


	
第2.2項「ADFの構成とパラメータの変更」











2.1 ADFパフォーマンス情報の表示

アプリケーション・モジュール・プールおよびADFタスク・フローに関するパフォーマンス情報を表示できます。アプリケーション・モジュール・コンポーネントを使用すると、複数のブラウザ・ページにまたがる作業ユニットをサポートできます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ADFアプリケーションに関するパフォーマンス情報を表示します。


	
アプリケーション・モジュールのプール・パフォーマンスを表示します。


	
タスク・フローのパフォーマンスを表示します。













2.2 ADFの構成とパラメータの変更

ADF接続の構成とパラメータの現在の設定を表示できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Business Componentsの構成パラメータを変更します。


	
接続構成を変更します。


	
システムMBeanブラウザを使用してビジネス・コンポーネントを変更します。


	
システムMBeanブラウザを使用して接続構成を変更します。


	
システムMBeanブラウザを使用してMDSを変更します。


	
システムMBeanブラウザを使用してADFアプリケーション構成を変更します。


	
システムMBeanブラウザを使用してアクティブ・データ・サービス構成を変更します。


	
ADFランタイムJARのバージョンを見つけます。












3 Oracle Metadata Services (MDS)の管理


この章では、Oracle Metadata Services (MDS)を管理するために必要な標準的なタスクのセットについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第3.1項「Oracle Metadata Servicesリポジトリの構成および使用」


	
第3.2項「MDSを必要とするカスタマイズ可能なアプリケーションの開発」


	
第3.3項「MDSリポジトリの作成および登録」


	
第3.4項「ADFアプリケーションのMDSリポジトリの管理」


	
第3.5項「「メタデータ・リポジトリ」ページ」


	
第3.6項「「MDSリポジトリ」ホーム・ページ」











3.1 Oracle Metadata Servicesリポジトリの構成および使用

この項では、MDSリポジトリを構成および使用するために実行が必要な標準的なタスクのセットについて説明します。

	
カスタマイズ可能なアプリケーションを開発します。


	
MDSリポジトリを作成して登録します。


	
アプリケーションをデプロイします。


	
アプリケーションのMDSリポジトリを管理します。













3.2 MDSを必要とするカスタマイズ可能なアプリケーションの開発

Oracle Metadata Services (MDS)の使用を開始するには、次のタスクを実行します。

	
カスタマイズ可能なアプリケーションおよびMDSの概念を理解します。


	
MDSを必要とするカスタマイズ可能なアプリケーションを開発します。




詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のメタデータ・リポジトリの管理に関する項を参照してください。










3.3 MDSリポジトリの作成および登録

次の手順は、Oracle Metadata Services (MDS)リポジトリを登録して、リポジトリを使用するカスタマイズ可能なアプリケーションをデプロイできるようにする方法を説明しています。

	
ファイルベースまたはデータベースベースのMDSリポジトリのいずれが必要なのかを判断します。

一般的に、ファイルベースのリポジトリは開発環境で使用されます。またデータベース・ベース・リポジトリは本番環境で使用されます。


	
ファイルベースのMDSリポジトリを作成および登録します。

または

データベース・ベースのMDSリポジトリを作成および登録します。

	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用して、データベースにMDSスキーマを作成します。


	
MDSリポジトリをFusion Middleware Controlに登録します。

注意: このMDSリポジトリを使用するアプリケーションをデプロイする前に、MDSリポジトリをOracle WebLogic Serverドメインに登録する必要があります。







詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のメタデータ・リポジトリの管理に関する項を参照してください。










3.4 ADFアプリケーションのMDSリポジトリの管理

アプリケーションをデプロイした後、アプリケーションおよびメタデータに対して実行できる管理タスクは多数あります。

このアプリケーション管理プロセスの手順は、次のとおりです。

	
アプリケーションのMDS構成を変更します。


	
様々なメタデータ・リポジトリを使用するようにアプリケーションを構成します。


	
ファイルからDBメタデータ・リポジトリに変換します。


	
アプリケーション・メタデータをテストから本番に移行します。


	
アプリケーション・メタデータをバックアップしてリカバリします。




詳細は、『Oracle Application Development FrameworkによるFusion Webアプリケーションの開発』を参照してください。










3.5 「メタデータ・リポジトリ」ページ

このページを使用して、現在のドメインによって使用されるメタデータ・リポジトリを登録および登録解除します。

MDSリポジトリを使用する手順は、次のとおりです。

	
MDSリポジトリについて理解します。


	
MDSリポジトリを作成して登録します。




詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のメタデータ・リポジトリの管理に関する項を参照してください。










3.6 「MDSリポジトリ」ホーム・ページ

このページを使用して、選択したMDSリポジトリおよびリポジトリ内のパーティションを管理します。

通常、パーティションはアプリケーションのデプロイ時に作成されます。このため、MDSリポジトリの管理は、アプリケーションのライフサイクルのコンテキストで実行されます。

MDSアプリケーションのライフサイクルの手順は、次のとおりです。

	
MDSを必要とするカスタマイズ可能なアプリケーションを開発します。


	
MDSリポジトリを作成して登録します。


	
アプリケーションをデプロイします。


	
MDSリポジトリを管理します。


	
メタデータ・ラベルを管理します。




詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のメタデータ・リポジトリの管理に関する項を参照してください。









4 Oracle WebLogic Serverの管理


この章では、Oracle WebLogic ServerおよびWebLogic Serverドメインの管理に関連した標準的なタスクについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第4.1項「Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理」


	
第4.2項「管理コンソールによるOracle WebLogic Serverの管理」


	
第4.3項「WebLogic Serverドメインの管理」


	
第4.4項「WebLogic Serverインスタンスの構成および管理」


	
第4.5項「WebLogic Serverクラスタの管理」


	
第4.6項「Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ」


	
第4.7項「Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションの再デプロイ」


	
第4.8項「Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのアンデプロイ」


	
第4.9項「管理対象サーバーおよび管理対象サーバーにデプロイされたアプリケーションの監視」


	
第4.10項「クラスタおよびクラスタにデプロイされたアプリケーションの監視」


	
第4.11項「JDBCデータ・ソースの作成および管理」


	
第4.12項「WebLogic Serverメッセージングの管理」











4.1 Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理

次に、Fusion Middleware ControlからWebLogicドメインを管理する手順について説明します。

	
ドメインで管理サーバーおよび管理対象サーバー・インスタンスを表示します。


	
ドメインの変更に必要な構成を設定するには、Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用します。


	
チェンジ・センターを使用し、Fusion Middleware Controlでユーザー・プリファレンスを設定します。


	
ドメインにデプロイしたシステム・コンポーネントおよびアプリケーションを監視します。


	
ドメインに追加アプリケーションをデプロイします。




Oracle WebLogic Serverの管理の詳細は、次を参照してください。

	
『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』


	
『Oracle WebLogic Serverの理解』のWebLogic Serverシステム管理の概要に関する項













4.2 管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理

次に、Oracle WebLogic Server管理コンソールからWebLogicドメインを管理する手順について説明します。

	
Oracle WebLogic Server管理コンソールの表示方法を説明します。

あるいは、Fusion Middleware Controlから管理コンソールにアクセスするには、「WebLogic Server管理コンソール」ハイパーリンクまたは「動的ターゲット」メニュー項目を選択します。


	
Oracle WebLogic Serverオンライン・ヘルプの詳細を参照してください。




Oracle WebLogic Serverの管理の詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のWebLogic Serverシステム管理の概要に関する項を参照してください。










4.3 WebLogic Serverドメインの管理

Oracle WebLogic Server管理ドメインとは、Oracle WebLogic Serverリソースの論理的に関連したグループです。ドメインには管理サーバーという特別なOracle WebLogic Serverインスタンスが含まれており、ドメイン内のすべてのリソースがそこで一元的に構成および管理されます。通常、ドメインは、管理対象サーバーというOracle WebLogic Serverインスタンスも含めるように構成します。Webアプリケーション、EJB、Webサービスおよびその他のリソースは管理対象サーバーに配置し、アプリケーション・サーバーは構成および管理にのみ使用します。

次に、Oracle WebLogic Serverドメインを管理する手順について説明します。

	
WebLogic Serverドメインおよびドメイン構成を理解します。


	
WebLogicドメインを監視します。


	
WebLogicドメインを管理します。


	
WebLogicドメインを構成します。




Oracle WebLogic Serverドメインの作成および構成の詳細は、次を参照してください。

	
『WebLogic Scripting Toolの理解』のWLSTオフラインを使用したWebLogicドメインの作成に関する項


	
『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』













4.4 WebLogic Serverインスタンスの構成および管理

ドメインを作成するとき、管理サーバーも作成します。管理サーバーは、WebLogic Server管理コンソールを実行し、構成変更をドメイン内の他のサーバーに分散します。一般的なプロダクション環境では、1つまたは複数の管理対象サーバーをドメインに作成してビジネス・アプリケーションをホストし、管理サーバーは管理対象サーバーの構成とモニターにのみ使用します。

次に、WebLogic Serverインスタンスを管理する手順について説明します。

	
WebLogic Serverシステム管理を理解します。


	
サーバー・インスタンスを監視します。


	
サーバー・インスタンスを管理します。


	
サーバー・インスタンスを構成します。


	
サーバー・テンプレートを構成します。




Oracle WebLogic Serverインスタンスの管理および構成の詳細は、次を参照してください。

	
『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』


	
『WebLogic Scripting Toolの理解』のWLSTおよびノード・マネージャを使用したサーバーの管理に関する項


	
『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』のノード・マネージャを使用したサーバーの管理に関する項


	
『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の管理』













4.5 WebLogic Serverクラスタの管理

WebLogic Serverクラスタは、同時に動作し、連携して高度なスケーラビリティと信頼性を実現する複数のWebLogic Serverサーバー・インスタンスで構成されます。クライアントでは、1つのクラスタが、1つのWebLogic Serverインスタンスのように認識されます。クラスタを構成する複数のサーバー・インスタンスは同じマシン上で実行することも、複数のマシンに配置することもできます。クラスタの能力は、既存のマシン上のクラスタにサーバー・インスタンスを追加することによって強化できます。また、新たにサーバー・インスタンスを配置するためのマシンをクラスタに追加することもできます。

次に、WebLogic Serverクラスタを管理する手順について説明します。

	
WebLogic Serverクラスタおよびクラスタ構成を理解します。


	
WebLogic Serverクラスタを監視します。


	
クラスタでサーバー・インスタンスを管理します。


	
WebLogic Serverクラスタの構成。




詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』で次の項を参照してください。

	
「クラスタ内の通信」


	
「WebLogicクラスタの設定」


	
「クラスタリングのベスト・プラクティス」


	
「一般的な問題のトラブルシューティング」













4.6 Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ

Oracle WebLogic Serverにアプリケーションをデプロイする手順について説明します。

	
アプリケーションのデプロイ手順を理解します。


	
アプリケーションのデプロイ、再デプロイおよびアンデプロイの違いを理解します。


	
デプロイできるアプリケーションのタイプと、それらのアプリケーションのデプロイに使用できる様々な管理ツールを理解します。


	
デプロイするアプリケーションのタイプに基づいて、適切な手順を参照してください。

	
Fusion Middleware Controlを使用してJava EEアプリケーションをデプロイします。


	
Fusion Middleware Controlを使用してADFアプリケーションをデプロイします。







WebLogic Serverドメイン内のアプリケーションおよびモジュール・デプロイメントの監視および管理の詳細は、次を参照してください。

	
『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のアプリケーションのデプロイメントに関する項


	
『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』













4.7 Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションの再デプロイ

アプリケーションを再デプロイする前に、「Fusion Middleware Controlを使用してアプリケーションを再デプロイする際の制限」を参照してください。

Oracle WebLogic Serverにアプリケーションを再デプロイする手順について説明します。

	
アプリケーションのデプロイ手順を理解します。


	
アプリケーションのデプロイ、再デプロイおよびアンデプロイの違いを理解します。


	
再デプロイするアプリケーションのタイプに基づいて、該当する手順を参照して、アプリケーションの再デプロイ方法を確認してください。

	
Fusion Middleware Controlを使用してJava EEアプリケーションを再デプロイします。


	
Fusion Middleware Controlを使用してADFアプリケーションを再デプロイします。








Fusion Middleware Controlを使用してアプリケーションを再デプロイする際の制限

アプリケーションを再デプロイする場合は、次の点に注意してください。

	
再デプロイするアーカイブのファイル名およびパスは、アプリケーションを最初にデプロイした際に使用したファイル名およびパスと同じにする必要があります。

たとえば、元のアプリケーションのファイル名およびパスが/dua0/staging/myApp.earの場合、更新されたアプリケーションは/dua0/staging/myApp.earである必要があります。


	
最初にアプリケーションをデプロイする際に、Oracle WebLogic Server管理コンソールやWebLogic Scripting Tool (WLST)など別の管理ツールを使用した場合、Fusion Middleware Controlを使用してアプリケーションを再デプロイすることはできません。













4.8 Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのアンデプロイ

Oracle WebLogic Serverでアプリケーションをアンデプロイする手順について説明します。

	
アプリケーションのデプロイ手順を理解します。


	
アプリケーションのデプロイ、再デプロイおよびアンデプロイの違いを理解します。


	
アンデプロイするアプリケーションのタイプに基づいて、該当する手順を参照して、アプリケーションのアンデプロイ方法を確認してください。

	
Fusion Middleware Controlを使用してJava EEアプリケーションをアンデプロイします。


	
Fusion Middleware Controlを使用してADFアプリケーションをアンデプロイします。
















4.9 管理対象サーバーおよび管理対象サーバーにデプロイされたアプリケーションの監視

次に、Oracle WebLogic Server管理対象サーバーおよびサーバーにデプロイされたアプリケーションを監視する方法について説明します。

	
Oracle WebLogic Server管理対象サーバーおよびクラスタを理解します。


	
管理対象サーバーを監視します。


	
デプロイしたアプリケーションのタイプを判断します。

デプロイしたアプリケーションのタイプによって、次のいずれかの操作を行います。

	
Java EEアプリケーションを監視します。


	
Oracle ADFを利用するアプリケーションを監視します。







管理対象サーバーの監視の詳細は、『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のサーバーの監視に関する項を参照してください。

アプリケーションのデプロイメントの監視の詳細は、『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のアプリケーションのデプロイメントの監視に関する項を参照してください。










4.10 クラスタおよびクラスタにデプロイされたアプリケーションの監視

クラスタおよびクラスタにデプロイするアプリケーションを監視する方法について説明します。

	
Oracle WebLogic Server管理対象サーバーおよびクラスタを理解します。


	
クラスタを監視します。


	
クラスタにデプロイされたアプリケーションを監視します。




クラスタの監視の詳細は、『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のクラスタの監視に関する項を参照してください。

クラスタへのデプロイの詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』のクラスタ構成のアプリケーションのデプロイメントに関する項を参照してください。










4.11 JDBCデータ・ソースの作成および管理

Java Database Connectivity (JDBC)では、WebLogicドメインのJDBCデータ・ソースを介してデータベース接続を構成できます。WebLogic JDBCデータ・ソースにより、データベースへのアクセスおよびデータベース接続管理が可能になります。

Fusion Middleware Controlを使用してJDBCデータ・ソースを作成および管理する方法について説明します。

	
Oracle Fusion Middleware JDBCデータ・ソースの目的およびタイプを理解します。


	
GridLinkデータソースの機能を理解します。


	
一般的なデータソースを作成します。

または

GridLinkデータソースを作成します。


	
データ・ソースを監視します。


	
データ・ソースを制御します。




JDBCデータ・ソースの作成および管理の詳細は、次を参照してください。

	
『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のWebLogic JDBCデータ・ソースに関する項


	
『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』













4.12 WebLogic Serverメッセージングの管理

JMSのWebLogic Server実装は、WebLogic Serverに密接に統合されたエンタープライズクラスのメッセージング・システムです。JMS仕様を完全にサポートし、標準のJMS APIではサポートされない様々なWebLogic JMS拡張機能も提供します。

次に、WebLogic Serverメッセージングを管理する手順について説明します。

	
JMSサーバーを監視および管理します。


	
ストア・アンド・フォワード・エージェントを監視および管理します。


	
JMSリソースおよびモジュールを監視します。


	
パス・サービスを監視します。


	
メッセージング・ブリッジを監視します。


	
JMSブリッジ宛先を監視します。




WebLogic JMSおよび他の関連のWebLogicメッセージング・コンポーネントの詳細は、次のガイドを参照してください。

	
『Oracle WebLogic Server JMSアプリケーションの開発』


	
『Oracle WebLogic Server JMSリソースの管理』


	
『Oracle WebLogic Serverストア・アンド・フォワード・サービスの管理』


	
『Oracle WebLogic Serverのサーバー環境の管理』のWebLogic永続ストアの使用に関する項


	
『Oracle WebLogic Server WebLogicメッセージング・ブリッジの管理』












5 セキュリティおよび監査設定の管理


この章では、セキュリティを管理するために必要な標準的なタスクのセットについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第5.1項「セキュリティ資格証明の管理」


	
第5.2項「監査ポリシーの構成」


	
第5.3項「監査ストアの構成」











5.1 セキュリティ資格証明の管理

資格証明ストアは、セキュリティ・データのリポジトリであり、コンポーネントおよびADFアプリケーションで使用されるエンティティの権限を保証します。Oracle Platform Security Servicesには、資格証明を格納して管理するためにアプリケーションで使用できる、単一の統合サービス・プロバイダである資格証明ストアが用意されています。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle Fusion Middlewareがサポートする資格証明のタイプについて理解します。


	
ウォレットベースの資格証明ストアについて学習します。


	
ドメインの資格証明を管理します。


	
必要に応じて、資格証明をOracle Fusion Middleware Controlに再度関連付けます。













5.2 監査ポリシーの構成

Fusion Middleware監査フレームワークは、Oracle Fusion Middleware 11gの新規サービスです。これは、製品のミドルウェア・ファミリに一元化された監査フレームワークを提供します。Oracle Platform Security Services、Oracle Web Services Manager、Oracle Web ServicesなどのJavaコンポーネントの監査設定は、セキュリティ管理の一部としてドメイン・レベルで処理されます。

ドメインにデプロイされたOracle Platform Security Services、Oracle Web Services Manager、および他のコンポーネントの監査ポリシー設定を構成し、監査データを分析するには、次のようにします。

	
Oracle Fusion Middleware環境で監査する利点および機能を理解します。


	
ドメインにデプロイされたJavaコンポーネントのポリシー設定を表示します。


	
オプションで、ドメインにデプロイされたJavaコンポーネントのポリシーを変更します。


	
ドメインに関連付けられているシステム・コンポーネントのポリシー設定を表示および構成します。




監査ポリシーの詳細は、次を参照してください。

	
第5.3項「監査ストアの構成」


	
『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』の監査レポート用の環境の構成に関する項













5.3 監査ストアの構成

デフォルトでは、セキュリティ監査データはファイルに保存されます。データベース・ストアを使用するよう監査を構成することをお薦めします。これにより、監査データの管理が向上します。また、Oracle Business Intelligence Publisher内の設定済レポートを使用して監査データを表示できるようになります。レポートおよびOracle Business Intelligence Publisherはともに、バンドルに含まれています。

監査ストア用にデータベースを構成するには、次のようにします。

	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用して、データベースに監査スキーマがインストールされているかを検証します。


	
Oracle Weblogic Server管理コンソールを使用してデータソースを作成します。


	
ドメインの監査ストア設定を表示します。


	
監査ストアとして、データベースを使用するようにドメインを設定します。







	
注意:

	
この手順で構成されるのは、Javaコンポーネント用の監査ストアのみです。システム・コンポーネント用の監査ストアを構成するには、別の手順が必要です。詳細は、後述の関連項目を参照してください。


	
データベース・ストアが構成済の場合、構成ファイルを使用してファイル・ストレージに戻ることができます。詳細は、後述の関連項目を参照してください。












監査レポートを表示するには、次のステップを実行します。

	
前述の説明に従い、監査ストア用のデータベースを構成します。


	
収集した監査データを分析します。







	
注意:

Javaコンポーネントとシステム・コンポーネントに同じデータベースを使用することで、監査レポートにすべてのコンポーネントの監査レコードを表示できます。









監査ストアの詳細は、次を参照してください。

	
『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のシステム・コンポーネントの監査ストアの構成に関する項


	
第5.2項「監査ポリシーの構成」


	
『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』の監査ストアからファイルへの変更に関する項


	
『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』の監査ストアの構成タスクに関する項


	
『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のファイル・ストレージの管理に関する項












6 Oracle Fusion Middleware Webサービスの管理


この章では、Oracle Web Services Manager (OWSM)ポリシーの管理およびOracle Web Servicesの保護に必要な標準的なタスクのセットについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第6.1項「新しいポリシーの作成」


	
第6.2項「ポリシーの編集」


	
第6.3項「ポリシーの削除」


	
第6.4項「現行バージョンのポリシーの変更」


	
第6.5項「Webサービスへのポリシーのアタッチ」


	
第6.6項「Webサービス・エンドポイントのテスト」


	
第6.7項「Webサービス・クライアントの構成」


	
第6.8項「OWSMドメイン構成の管理」


	
第6.9項「ポリシー・セットの表示」


	
第6.10項「新しいポリシー・セットの作成」


	
第6.11項「ポリシー・セットの編集」


	
第6.12項「ポリシー・セットのポリシー構成のオーバーライド」


	
第6.13項「ポリシー・セットの削除」











6.1 新規のポリシーの作成

この項では、新しいポリシーを作成するために必要な手順のサマリーについて説明します。1つ以上のアサーション・テンプレートを使用したり、既存のポリシーをクローニングして希望どおりに編集することで、新しいポリシーを作成できます。


始める前に

	
ポリシーによって実施する必要のある動作を決定し、事前定義済ポリシーを使用できるかどうかを判別します。


	
様々なカテゴリのポリシーを把握します。


	
ポリシーがアタッチ可能なポリシー・サブジェクトを把握します。


	
ポリシーの命名規則を決定します。





ポリシーの作成

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
新規のポリシーを作成する場合、作成機能を使用します。


	
既存のポリシーを雛形として使用する場合、類似作成機能を使用します。




ポリシーの作成の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware ControlによるWebサービス・ポリシーの管理に関する項を参照してください。










6.2 ポリシーの編集

この項では、ポリシーを編集するために必要な手順のサマリーについて説明します。アサーション・テンプレートを使用したか、事前定義済ポリシーをクローニングして作成したポリシーのみを編集できます。事前定義済ポリシーは編集できません。これらのポリシーは読取り専用です。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシーの詳細を再表示します。


	
ポリシー・サブジェクト上のポリシーの編集による影響を分析します。


	
ポリシーを編集します。




ポリシーの編集の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware ControlによるWebサービス・ポリシーの管理に関する項を参照してください。










6.3 ポリシーの削除

この項では、ポリシーを削除するために必要な手順のサマリーについて説明します。アサーション・テンプレートを使用したか、事前定義済ポリシーをクローニングして作成したポリシーのみを削除できます。事前定義済ポリシーは削除できません。これらのポリシーは読取り専用です。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシーの詳細を再表示します。


	
ポリシー・サブジェクト上のポリシーの削除による影響を分析します。


	
ポリシーを削除します。




ポリシーの削除の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware ControlによるWebサービス・ポリシーの管理に関する項を参照してください。










6.4 現行バージョンのポリシーの変更

この項では、現行バージョンのポリシーを変更するために必要な手順のサマリーについて説明します。




	
注意:

ユーザーが作成した現行バージョンのポリシーのみを変更できます。Oracle事前定義済ポリシーは、読取り専用で、変更できないため、バージョン・コントロールは適用されません。









このプロセスの手順は次のとおりです。

	
以前のバージョンのポリシーを確認して、リストアするバージョンを決定します。


	
このポリシーをアタッチするポリシー・サブジェクトを確認します。


	
現行バージョンのポリシーを変更します。




現行バージョンのポリシーの変更の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のWebサービス・ポリシーのバージョニングに関する項を参照してください。










6.5 Webサービスへのポリシーのアタッチ

この項では、スタンドアロン・ポリシーまたはグローバルに使用可能なポリシー・セットをWebサービスにアタッチするために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシーをアタッチするWebサービスを識別します。


	
現在Webサービスにアタッチされているポリシーまたはポリシー・セットを表示します。


	
Webサービス・エンドポイントにアタッチするポリシーにナビゲートします。


	
必要なポリシーが存在しない場合、新規のポリシーを作成します。


	
ポリシーを表示し、要件を満たしていることを確認します。


	
変更が必要な場合、ポリシーを編集します。

注意: 事前定義済のポリシーの編集はお薦めしません。


	
ポリシーをWebサービスにアタッチします。


	
Webサービスをテストして、ポリシーがWebサービスで使用されていることを確認します。




ポリシーのアタッチの詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のポリシーのアタッチに関する項を参照してください。










6.6 Webサービス・エンドポイントのテスト

この項では、「Webサービスのテスト」ページを使用して、ポリシーが強制されていること、および期待どおりの結果が得られることを確認するために必要な手順のサマリーについて説明します。




	
注意:

GETまたはPOSTサービス・ポート操作を選択することで、RESTful Webサービスをテストできます。ただし、SOAPプロトコルがRESTful Webサービスで使用されていないため、セキュリティ・オプションは、「HTTP Basic認証」または「なし」のみです。「レスポンス」タブ上の結果は、標準Webサービス結果の簡易バージョンです。また、SOAPアクションと、WS-RM、MTOM、WS-Addressingなどのその他のWebサービス・ポリシーは、RESTエンドポイントには適用されません。









このプロセスの手順は次のとおりです。

	
テストするWebサービスへ移動し、操作を確認します。


	
セキュリティ・ポリシーを使用して、操作の1つをテストします。


	
テスト結果を確認します。


	
操作を再度テストし、アプリケーションの負荷を生成します。


	
テスト結果を確認します。


	
システム・パラメータおよびアプリケーション・パフォーマンス・メトリックを確認します。




Webサービスのテストの詳細は、『Webサービスの管理』のWebサービスのテストに関する項を参照してください。










6.7 Webサービス・クライアントの構成

この項では、「Webサービス・クライアント」ページを使用してADF DC Webサービス・クライアントなどのOracle Infrastructureクライアント用のポリシーおよびHTTPプロパティを構成する、または「Webサービス・コールバック・クライアント」ページを使用して非同期Webサービス・コールバック・クライアントを構成するために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「ポリシー」タブを使用して、クライアント・ポリシーのアタッチまたはデタッチ、クライアント・ポリシー参照の有効化または無効化、およびセキュリティ構成のオーバーライドを行います。


	
「構成」タブを使用してクライアントを構成します。







	
注意:

「一般」領域の「エンドポイント・アドレス」および「セッションの保持」プロパティは、非同期Webサービス・コールバック・クライアントの「コールバック・クライアント」ページでは使用できません。









Webサービス・クライアントの構成の詳細は、『Webサービスの管理』のFusion Middleware Controlを使用したWebサービス・クライアントの構成に関する項を参照してください。










6.8 OWSMドメイン構成の管理

この項では、ドメイン・レベルでOWSM構成を管理するために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ドメインに関する一般情報を表示および変更します。

「全般」タブでは、ドメイン名、プラットフォーム・タイプ、およびアプリケーションとサービスの数を表示できます。ドメインの表示名と説明を変更できます。また、構成のバージョン情報も表示されます。


	
ドメインレベルの認証の構成

「認証」タブでは、環境に必要な認証設定を構成できます。ここでは、SAML信頼の構成、発行されたトークンの存続期間の指定、およびOWSMで作成されたサブジェクトの構成ができます。SAMLとSAML2ログイン・モジュール、Kerberosログイン・モジュールおよびX509ログイン・モジュールの構成、さらにカスタム・ログイン・モジュールの作成もできます。


	
ドメインレベル・メッセージ・セキュリティを構成します。

「メッセージ・セキュリティ」タブでは、環境に必要なメッセージ保護設定を構成できます。ここでは、システム・クロック間のデフォルト・メッセージ・タイムスタンプの時差、キャッシュ内のnonceメッセージの存続期間、メッセージの有効期限およびXPath変換を調整することで、OWSMキーストアの構成およびセキュリティ・ポリシー強制のチューニングができます。WSDLでX509証明書を公開することで、Webサービス・ポリシーを強制するかどうかなど、アイデンティティ設定も指定できます。また、X509を公開する場合は、ホスト名検証を無視するかどうかも指定できます。いつセキュアな通信を期限切れにするかなど、セキュアな通信設定も構成できます。


	
ポリシー・アクセスを構成します。

「ポリシー・アクセス」タブでは、いつ自動検出機能を使用するかなど、ポリシー・マネージャの接続を構成できます。OWSMドメイン用のSSL設定の構成、およびポリシー・キャッシュのチューニングもできます。




OWSMドメインの構成の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』の「OWSMドメイン構成の管理」を参照してください。










6.9 ポリシー・セットの表示

この項では、「ポリシー・セットの表示」ページを使用してポリシー・セットの構成を見直すために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシー・セットの詳細を再表示します。




ポリシー・セットの表示の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware Controlを使用したポリシー・セットの構成の表示に関する項を参照してください。










6.10 新規のポリシー・セットの作成

この項では、新しいポリシー・セットを作成したり、既存のポリシー・セットをコピーして編集するために必要な手順のサマリーについて説明します。




	
注意:

既存のポリシー・セットからポリシー・セットを作成すると、すべての値とアタッチメントが新規のポリシー・セットにコピーされます。新規のポリシー・セットのリソース・スコープとポリシー・アタッチメントは変更できますが、適用されるリソースのタイプは変更できません。










始める前に

	
ポリシー・セットを使用したポリシーのグローバルなアタッチ方法を理解します。


	
ポリシー・セットに含まれるリソースのタイプおよびスコープの定義方法を理解します。


	
実行時制約の指定方法を理解します。


	
組織全体でWebサービスを一貫して管理および保護するためのポリシー・フレームワークを理解します。





ポリシー・セットの作成

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
新規のポリシー・セットを作成する場合、作成機能を使用します。


	
既存のポリシー・セットを新規ポリシー・セットの雛形として使用する場合、類似作成機能を使用します。




新しいポリシー・セットの作成の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のポリシー・セットを使用したポリシーのグローバルなアタッチに関する項を参照してください。










6.11 ポリシー・セットの編集

この項では、ポリシー・セットを編集するために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシー・セットの詳細を再表示します。


	
ポリシー・セットを編集します。




ポリシー・セットの編集の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のポリシー・セットの編集に関する項を参照してください。










6.12 ポリシー・セットのポリシー構成のオーバーライド

この項では、ポリシー・セットのポリシー構成をオーバーライドするために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシー・セットの詳細を再表示します。


	
ポリシー構成をオーバーライドします。




ポリシー・セットのポリシー構成のオーバーライドの詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware Controlを使用したポリシー構成プロパティのオーバーライドに関する項を参照してください。










6.13 ポリシー・セットの削除

この項では、ポリシー・セットを削除するために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシー・セットの詳細を再表示します。


	
ポリシー・セットを削除します。




ポリシー・セットの削除の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware Controlを使用したポリシー・セットの削除に関する項を参照してください。









7 Oracle User Messaging Serviceの管理


Oracle User Messaging Service (ユーザー・メッセージング・サービス)では、通知をユーザー・デバイスに送信するアプリケーションを作成できます。この項では、ユーザー・メッセージング・サービスを構成するために必要な標準的なタスクのセットについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第7.1項「メッセージング・サーバーの構成」


	
第7.2項「Oracle User Messaging Serviceドライバのデプロイ」


	
第7.3項「Oracle User Messaging Serviceドライバの構成」


	
第7.4項「登録済クライアント・アプリケーションの表示」


	
第7.5項「メッセージの検索」











7.1 メッセージング・サーバーの構成

メッセージ・サーバーを構成するには、メッセージ・サーバーのデプロイメント・タイプを設定(ランタイムと管理データの格納方式を選択)し、ユーザー・メッセージ・プリファレンスでメッセージ・フィルタの作成に使用するビジネス条件を追加または削除します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
メッセージ・サーバーのデプロイメント・タイプを設定します。


	
ユーザー・メッセージング・プリファレンスでビジネス条件を追加します。


	
ユーザー・メッセージング・プリファレンスでビジネス条件を削除します。













7.2 Oracle User Messaging Serviceドライバのデプロイ

Oracle User Messaging Service (ユーザー・メッセージング・サービス)には、電子メール、SMPP、XMPP、VoiceXMLおよびプロキシ・ドライバがすでにデプロイされています。複数のゲートウェイに接続するこれらのドライバの複数インスタンスをデプロイするには、ドライバEAR (エンタープライズ・アーカイブ)ファイルを、Fusion Middleware ControlまたはWLSTコマンドdeployUserMessagingDriverを使用して、ユーザー・メッセージング・サービスをホストするインスタンスにデプロイする必要があります。

Fusion Middleware Controlには、ドライバのデプロイ、アンデプロイおよび再デプロイを順を追って説明するウィザードが用意されています。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle WebLogic Server管理コンソールへアクセスし、ドライバをデプロイします。


	
アプリケーションのターゲット・スタイルを選択し、デフォルト値を受け入れます。


	
変更をアクティブ化し、デプロイメントを完了します。













7.3 Oracle User Messaging Serviceドライバの構成

Oracle User Messaging Service (ユーザー・メッセージング・サービス)には、電子メール、SMPP、XMPP、VoiceXMLおよびプロキシ・ドライバがすでにデプロイされています。複数のゲートウェイに接続するこれらのドライバの複数インスタンスをデプロイするには、ドライバEAR (エンタープライズ・アーカイブ)ファイルを、Fusion Middleware ControlまたはWLSTコマンドdeployUserMessagingDriverを使用して、ユーザー・メッセージング・サービスをホストするインスタンスにデプロイする必要があります。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「ユーザー・メッセージング・サービス」ホーム・ページから「関連ドライバ」にアクセスします。


	
リストでドライバを選択し、構成します。


	
「ドライバ固有の構成」セクションを展開し、ドライバのパラメータを構成します。













7.4 登録済クライアント・アプリケーションの表示

「メッセージング・クライアント・アプリケーション」ページでは、メッセージ・サーバーに(自己)登録したクライアント・アプリケーションを表示できます(クライアント・アプリケーションは、メッセージの送信時に自動登録されます)。

メッセージング・クライアント・アプリケーションがアンデプロイされ、他のアプリケーションが使用できるようにする必要があるアクセス・ポイントにとどまったままの場合は、そのアプリケーションを手動で登録解除できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「ユーザー・メッセージング・サービス」ホーム・ページからメッセージング・クライアント・ページにアクセスします。


	
登録解除するメッセージング・クライアント・アプリケーションを選択します。


	
選択した内容を確認して確定します。













7.5 メッセージの検索

送受信したメッセージの配信ステータスを確認し、選択したメッセージを再送信できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「ユーザー・メッセージング・サービス」ホーム・ページから「メッセージ・ステータス」ページにアクセスします。


	
デフォルトの検索基準を使用してメッセージを選択します。


	
検索フィールドを追加し、必要な演算子と検索値を設定して、検索をカスタマイズします。












第II部



Oracle Data Integratorの管理

このオンライン・ヘルプのセクションには、次のトピックがあります。

	
Oracle Data Integratorの管理










8 Oracle Data Integratorの管理

Oracle Data Integratorは、複雑なデータ・ウェアハウスの構築、デプロイ、管理を行うための完全に統一されたソリューションを提供します。あるいは、SOAまたはビジネス・インテリジェンス環境におけるデータ中心アーキテクチャの一部としても使用されます。さらに、データ統合のあらゆる要素(データの移動、データの同期化、データ品質、データ管理、データ・サービス)を組み合せて、複雑なシステムにおいて情報の迅速さ、正確さおよび一貫性を保証します。

この項では、Oracle Data Integratorを管理するときに実行する必要がある標準的なタスク・セットについて説明します。

	
第8.1項「Oracle Data Integratorの構成」


	
第8.2項「Oracle Data Integratorの管理」











8.1 Oracle Data Integratorの構成

Oracle Data Integratorコンソールは、Oracle Data Integratorのランタイム・アーキテクチャを管理および監視し、設計時のオブジェクトを参照するためのWebベースのコンソールです。

次に、Oracle Data Integratorコンソールを構成する手順のサマリーを説明します。また、主要な概念および前提条件を説明するドキュメントへのリンクも表示されます。


始める前に

ODIドメインのアーキテクチャを理解します。


Oracle Data Integratorの構成

	
ODIドメインを構成します。


	
Oracle Data Integratorコンソールを構成します。













8.2 Oracle Data Integratorの管理

Oracle Data Integratorコンソールは、Oracle Data Integratorのランタイム・アーキテクチャを管理および監視し、設計時のオブジェクトを参照するためのWebベースのコンソールです。

Oracle Data Integratorコンソールを管理する際に実行するタスクのサマリーを次に示します。

	
Oracle Data Integratorコンソールを起動および停止します。


	
ODIエージェントを起動および停止します。


	
セッションを検索します。


	
ロード・プラン実行を検索します。


	
ログ・メッセージを表示します。













8.3 Oracle Data Integratorコンソールの起動と停止

Oracle Data IntegratorコンソールはFusion Middleware Controlから起動および停止できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle Data Integratorコンソール・ホームページにナビゲートします。


	
Oracle Data Integratorコンソールのメニューで、「制御」を選択します。


	
次の操作のいずれかを実行します。

	
「起動」を選択して、Oracle Data Integratorコンソールを起動します。


	
「停止」を選択して、Oracle Data Integratorコンソールを停止します。
















8.4 ODIエージェントの起動と停止

Java EEエージェントをFusion Middleware Controlから起動および停止できます(Java EEエージェントが同じドメインにデプロイされている場合)。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「アプリケーションのデプロイ」ページに移動します。


	
使用するJava EEエージェントに対応するターゲット・リンクをクリックします。そのエージェント用のJ2EEアプリケーション・ページが表示されます。


	
「アプリケーションのデプロイ」メニューで「制御」を選択します。


	
次の操作のいずれかを実行します。

	
「起動」を選択してエージェントを起動します。


	
「停止」を選択してエージェントを停止します。










	
注意:

スタンドアロン・エージェントがOPMNまたはCAMで管理されている場合は、スタンドアロン・エージェントをFusion Middleware Controlから起動および停止できます。スタンドアロン・エージェントがOPMNまたはCAMで管理されない場合、それらの起動および停止には、起動スクリプトおよび停止スクリプトを使用する必要があります。エージェントを起動および停止する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integrator開発者ガイド』のエージェントの管理に関する項を参照してください。


















8.5 セッションの検索

管理対象のODIドメインで実行されたセッションを検索できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「エージェント」または「マスター・リポジトリ」ホーム・ページにナビゲートします。


	
「エージェント」のメニューから、「セッションの検索」を選択します。


	
「セッションの検索」ページが開きます。検索基準を入力します。


	
「検索」をクリックします。結果が「セッション」セクションに表示されます。













8.6 ロード・プラン実行の検索

管理対象のODIドメインで実行されたロード・プラン実行を検索できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「エージェント」または「マスター・リポジトリ」ホーム・ページにナビゲートします。


	
「エージェント」メニューから、「ロード・プラン実行の検索」を選択します。


	
「ロード・プラン実行の検索」ページが開きます。検索基準を入力します。


	
「検索」をクリックします。結果が「ロード・プラン実行」セクションに表示されます。













8.7 Oracle Data Integratorコンソールの構成

Fusion Middleware ControlでOracle Data Integratorコンソールを構成して、Fusion Middleware ControlおよびOracle Data Integratorコンソールのリンクを定義できます。

デフォルトでは、このページのフィールドに、Oracle Data Integratorコンソールのホスト、Oracle Data Integratorコンソールの管理対象サーバー・ポートおよびデフォルト・コンテキスト・ルートが移入されます。別の構成を使用してOracle Data Integratorコンソールにアクセスする必要がある場合は、このページで構成を変更できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ODIエージェント・ホーム・ページにナビゲートします。


	
「エージェント」メニューから、「管理」→「ODIコンソール管理」を選択します。


	
次のパラメータを入力します。

	
ホスト: アプリケーションがデプロイされているサーバーの名前


	
ポート: HTTPリスナー・ポート番号


	
コンテキスト・ルート: Webアプリケーションのコンテキスト・ルート


	
プロトコル: 接続用のプロトコル





	
Fusion Middleware ControlのODI-ESS統合機能を有効にするには、「EMでのODI-ESS統合機能の有効化」を選択します。













8.8 ODIスタンドアロン・エージェントの構成

Oracle Data Integratorのスタンドアロン・エージェントの情報を変更できます。デフォルトでは、このページのフィールドには、スタンドアロン・エージェントに関する情報が入力されています。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「スタンドアロン・エージェント」ホーム・ページにナビゲートします。


	
「エージェント」メニューから、「管理」→「ODIスタンドアロン・エージェント構成」を選択します。


	
次のパラメータを入力します。

	
名前: スタンドアロン・エージェントの名前。


	
ポート: スタンドアロン・エージェントが起動されるポート。


	
プロトコル: スタンドアロン・エージェントの着信リスニング・プロトコル。


	
マスター・リポジトリ: スタンドアロン・エージェントが接続されるマスター・リポジトリ。





	
構成を変更するには「適用」をクリックし、前の設定に戻すには「元に戻す」をクリックします。













8.9 マスター・リポジトリの構成

スタンドアロン・エージェントのマスター・リポジトリ構成パラメータを変更できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「スタンドアロン・エージェント」ホーム・ページにナビゲートします。


	
「エージェント」メニューから、「管理」→「マスター・リポジトリ構成」を選択します。


	
新しい値を入力して、マスター・リポジトリの構成を変更します。。


	
構成を変更するには「適用」をクリックし、前の設定に戻すには「元に戻す」をクリックします。













8.10 ログ・メッセージの表示

Fusion Middleware Controlでログ・メッセージを表示できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle Data Integratorコンソール・ホームページにナビゲートします。


	
Oracle Data Integratorコンソールのメニューで「ログ」→「ログ・メッセージの表示」を選択します。












第III部



Oracle Web Tierコンポーネントの管理

この部では、Oracle Web Tierを管理する場合に実行する必要がある標準的なタスクのセットについて説明します。

この部の内容は、次のとおりです。

	
第9章「Oracle HTTP Serverの管理」










9 Oracle HTTP Serverの管理

Oracle HTTP Serverは、Oracle Fusion MiddlewareのWebサーバー・コンポーネントです。それは、Oracle WebLogic Server用のリスナーと、静的ページ、動的ページおよびWeb上のアプリケーションをホストするフレームワークを提供します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第9.1項「Oracle HTTP Serverの構成」


	
第9.2項「mod_wl_ohsモジュールの構成」











9.1 Oracle HTTP Serverの構成

次に、Oracle HTTP Serverを構成する手順のサマリーを示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
リスニング・ポートを設定します。


	
リスニング・ポート用のSSLを構成します。


	
サーバー構成プロパティを指定します。


	
MIME設定を構成します。


	
エラー・ログおよびアクセス・ログを構成します。


	
mod_wl_ohsモジュールを構成します。













9.2 mod_wl_ohsモジュールの構成

Oracle HTTP ServerからOracle WebLogic Serverにリクエストをルーティングするためのmod_wl_ohsモジュールを構成するために必要な手順のサマリーは、次のとおりです。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
mod_wl_ohsモジュール・ルーティングを構成します。


	
mod_wl_ohsのSSLを構成します。


	
mod_wl_ohsログ・ファイルを表示します。












A 選択したFusion Middleware Controlのページのタスク/サマリーのトピック


この付録には、Fusion Middleware Controlオンライン・ヘルプ・システム用のコンテナ・トピックが掲載されています。コンテナ・トピック(タスク/サマリーのトピック)は、Fusion Middleware Controlの単一管理ページに関連付けられたタスクのリストを掲載したオンライン・ヘルプ・トピックです。これらのトピックは、Fusion Middleware Controlの単一ページから複数のタスクを実行できるときに表示されます。

この付録の内容は次のとおりです。

	
第A.1項「「Fusion Middlewareコンポーネント」ページ」


	
第A.2項「「ポート構成」ページと「SSL構成」ページ」


	
第A.3項「「ポートの作成」ページまたは「ポートの編集」ページ」


	
第A.4項「「Oracle WebLogic Serverドメイン」ホーム・ページ」


	
第A.5項「「Oracle WebLogic Serverクラスタ」ホーム・ページ」


	
第A.6項「「サーバー」ホーム・ページ」


	
第A.7項「「Java EEアプリケーション」ホーム・ページ」


	
第A.8項「「クラスタ・アプリケーション」ホーム・ページ」


	
第A.9項「「デプロイメント設定」ページ」


	
第A.10項「デプロイメント/再デプロイメント・ウィザード」


	
第A.11項「「ウォレット」ページ」


	
第A.12項「「キーストア」ページ」


	
第A.13項「「証明書の管理(Oracleウォレット用)」ページ」


	
第A.14項「証明書の管理(JKSキーストア用)」ページ」


	
第A.15項「「Oracle HTTP Server」ホーム・ページ」


	
第A.16項 「「ODIコンソール」ホーム・ページ」











A.1 「Fusion Middlewareコンポーネント」ページ

このページを使用して、Oracle WebLogic Serverドメインで新しい管理対象サーバーまたはクラスタを作成します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
ドメインへの管理対象サーバーの追加


	
ドメインでのクラスタの作成













A.2 「ポート構成」ページおよび「SSL構成」ページ

この「ポート構成」ページを使用して、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのポートを表示、追加または変更します。

「SSL構成」ページを使用して、Oracle Web Cacheのポートを変更し、SSL設定を指定します。

これらのページを使用すると、Oracle Web CacheおよびOracle HTTP Serverの次の特定のタスクを実行できます。

	
Oracle HTTP Serverのリスニング・ポートの構成













A.3 「ポートの作成」ページまたは「ポートの編集」ページ

「ポートの作成」ページまたは「ポートの編集」ページでは、新規ポートを作成したり、既存のポートの特性を編集できます。

これらのページでは、Oracle HTTP Serverの次の特定のタスクを実行できます。

	
Oracle HTTP Serverのリスニング・ポートの構成













A.4 「Oracle WebLogic Serverドメイン」ホーム・ページ

「Oracle WebLogic Serverドメイン」ホーム・ページを使用して、このファームに関連付けられたドメインに関する一般情報を表示します。

このページでは次のタスクを実行できます。


始める前に

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理





Fusion Middleware Controlでのファーム・ドメインの管理

	
チェンジ・センターの使用およびユーザー・プリファレンスの設定


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ


	
Oracle Fusion Middleware Webサービスの管理


	
Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの表示





ドメインのセキュリティの管理

	
セキュリティ資格証明の管理


	
監査ポリシーの構成













A.5 「Oracle WebLogic Serverクラスタ」ホーム・ページ

「Oracle WebLogic Serverクラスタ」ホーム・ページを使用して、Oracle WebLogic Serverクラスタを監視します。

このページでは次のタスクを実行できます。


始める前に

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理





クラスタの管理

	
クラスタおよびクラスタにデプロイされたアプリケーションの監視


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ













A.6 「サーバー」ホーム・ページ

「サーバー」ホーム・ページを使用して、Oracle WebLogic Serverドメインの管理サーバーまたは管理対象サーバーに関する情報を表示します。

このページでは次のタスクを実行できます。


始める前に

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理





サーバーの管理

	
管理対象サーバーおよび管理対象サーバーにデプロイされたアプリケーションの監視


	
Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの表示


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ













A.7 「Java EEアプリケーション」ホーム・ページ

「Java EEアプリケーション」ホーム・ページを使用して、選択したアプリケーションに関する情報を表示します。このページから次のタスクを実行できます。

このページでは次のタスクを実行できます。


始める前に

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理





アプリケーションの管理

	
管理対象サーバーおよび管理対象サーバーにデプロイされたアプリケーションの監視


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションの再デプロイ


	
MDSリポジトリの作成および登録













A.8 「クラスタ・アプリケーション」ホーム・ページ

このページを使用して、Oracle WebLogic Serverクラスタにデプロイされた、選択したアプリケーションに関する情報を表示します。

このページでは次のタスクを実行できます。


始める前に

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理





クラスタ・アプリケーションの管理

	
クラスタおよびクラスタにデプロイされたアプリケーションの監視













A.9 「デプロイメント設定」ページ

Fusion Middleware Controlでアプリケーションをデプロイする場合、デプロイメント・ウィザードの「デプロイ設定」ページおよび関連する「デプロイ・タスク」ページを使用して、アプリケーションのデプロイ・プラン設定を変更できます。

「デプロイ設定」ページでは、次のことを実行できます。

	
「デプロイ設定」ページの「デプロイ・プラン」セクションで、特定のアプリケーションのデプロイのすべてのデプロイ・プランの表示、変更、または保存を実行できます。


	
または、1つ以上のデプロイ・タスクを使用して、デプロイしているアプリケーションに関する一般的なデプロイ・プランの設定を変更できます。

「デプロイ設定」ページには、選択したアーカイブの内容に適用されるタスクのみが表示されます。




デプロイメント設定の管理の詳細は、第4.6項「Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ」を参照してください。










A.10 デプロイメント/再デプロイメント・ウィザード

選択したメニュー・コマンドに応じて、このウィザードのページから次のいずれかのタスクを実行できます。

	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションの再デプロイ













A.11 「ウォレット」ページ

「ウォレット」ページを使用して、Oracleウォレットを作成および管理します。

このページから次のタスクを実行できます。

	
ウォレットの作成


	
自己署名ウォレットの作成


	
ウォレットのエクスポート


	
ウォレットのインポート


	
ウォレットの削除













A.12 「キーストア」ページ

「キーストア」ページを使用して、Java (JKS)キーストアを作成および管理します。

このページから次のタスクを実行できます。

	
キーストアの作成


	
キーストアのエクスポート


	
キーストアの削除


	
キーストアのインポート


	
キーストア・パスワードの変更













A.13 「証明書の管理(Oracleウォレット用)」ページ

「証明書の管理」ページを使用して、Oracleウォレットの証明書を作成および管理します。

このページから次のタスクを実行できます。

	
証明書リクエストの追加


	
証明書、証明書リクエストまたは信頼できる証明書のエクスポート


	
証明書または信頼できる証明書のインポート


	
証明書リクエスト、証明書または信頼できる証明書の削除


	
自己署名証明書のサード・パーティ証明書への変換













A.14 「証明書の管理(JKSキーストア用)」ページ

「証明書の管理」ページを使用して、Java (JKS)キーストアの証明書を作成および管理します。

このページから次のタスクを実行できます。

	
キーストアの新しいキーの生成


	
証明書署名リクエストの生成


	
キーストアへの証明書または信頼できる証明書のインポート


	
キーストアからの証明書または信頼できる証明書のエクスポート


	
キーストアからの証明書または信頼できる証明書の削除


	
自己署名証明書のサード・パーティ証明書への変換













A.15 「Oracle HTTP Server」ホーム・ページ

「Oracle HTTP Server」ホーム・ページを使用して、Oracle HTTP Serverの一般情報を表示します。

このページでは次のタスクを実行できます。


Oracle HTTP Serverの構成

	
リスニング・ポートの設定


	
リスニング・ポート用のSSLの構成


	
サーバー構成プロパティの指定


	
MIME設定の構成


	
mod_wl_ohsの構成


	
mod_perlの構成


	
エラー・ログおよびアクセス・ログの構成


	
仮想ホストの構成





Oracle HTTP Serverの管理

	
Oracle HTTP Serverの起動


	
Oracle HTTP Serverの停止


	
Oracle HTTP Serverの再起動


	
ポート番号の表示


	
Oracle HTTP Serverログの表示





Oracle HTTP Serverのパフォーマンスの監視

	
サーバーのパフォーマンスの監視


	
パフォーマンス・ディレクティブの設定













A.16 「ODIコンソール」ホーム・ページ

このページを使用して、Oracle Data Integratorを構成および管理します。このページでは次のタスクを実行できます。

	
Oracle Data Integratorの構成


	
Oracle Data Integratorの管理
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Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

制限付権利

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション（人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む）への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性（redundancy）、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

ドラフトのアルファ版およびベータ版ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。オラクル社およびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。
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